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議会役員改選を行いました議会役員改選を行いました
　

去
る
九
月
二
十
七
日
、
本
会
議
最
終
日
に
お
い

て
、
議
長
に
中
村
保
治
議
員
、
副
議
長
に
峯
弘
之
議

員
、
議
会
選
出
監
査
委
員
に
奥
山
渉
議
員
を
満
場
一

致
で
選
出
し
、
各
委
員
会
委
員
、
各
特
別
委
員
会
委
員
、

各
組
合
議
会
議
員
な
ど
の
改
選
を
行
い
ま
し
た
。

峯 弘之 副議長奥山 渉 監査委員 中村 保治 議長

委員会などの構成

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ

り
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
温

か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
三
名
は
、
九
月
二
十

七
日
の
本
会
議
に
お
き
ま
し
て
、

議
長
、
副
議
長
、
監
査
委
員
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
で

あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責

務
の
重
大
さ
に
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
の
負
託

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
議
会
機
能
の
向
上
に

努
め
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
柏
原
市
の
実
現
に
向
け
最

善
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶
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大坪　教孝

地 域 保 健 医 療 協 議 会 委 員 中村　保治　　大坪　教孝

公 民 館 運 営 審 議 会 委 員 梅原　壽恵　　乾　　　一
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　令和元年第２回定例会は、９月２日から
27日までの 26日間の会期で開催し、市長
から提出された議案 26件を慎重に審議し
ました（提出議案の一覧は８ページに掲載）。

決算審査では、市議会で議決した予算がどのように使われたのか、またどのような成果を上げたのかなど、

今後の市における予算編成や財政運営に生かすためにチェックや評価をいたします。

9月議会の概要（主な
もの）9月議会の概要（主な
もの）9月議会の概要（主な
もの）

平成30年度決算審査の概要（主なもの）平成30年度決算審査の概要（主なもの）

（仮称）かしわら認定こども園
    新築工事

補正予算（抜粋）

　会計年度任用職員が法制化され、嘱託員やアルバイト（臨

時的任用職員）のほとんどが、一般職の非常勤職員である会

計年度任用職員（会計年度ごとに任用する職員）に移行する

ことになります。

※森林環境譲与税を活用

※病診連携とは

日頃の通院や診療は診療所等で、 専門的な検査や治
療を要する場合には柏原病院で、 というように患者の状
態に応じて役割・ 機能を医療機関が分担し、 効率的で
効果的な医療を提供すること。

会計年度任用職員制度が
始まります。

概　要



議案・一般に対する代表質疑質問から
　
　

公
園
の
特
色
や
魅
力
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

答　

公
園
の
魅
力
向
上
の
た

め
に
、
公
園
の
地
形
、
地
区

の
特
性
、
近
隣
の
観
光
名
所

や
そ
の
背
景
に
あ
る
歴
史
な

ど
を
生
か
し
、
地
域
住
民
の

方
々
の
協
力
な
ど
も
得
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　

公
園
ご
と
の
特
色
を
生

か
し
て
、
子
ど
も
か
ら
ご
年

配
の
方
々
ま
で
が
憩
う
こ
と

が
で
き
る
魅
力
的
な
公
園
に

発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
取

り
組
み
を
問
う
。

　
　

公
園
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　

市
立
柏
原
病
院
の
経
営

健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
問
う
。

答　

本
年
４
月
か
ら
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
を
44
床
で
開
設

す
る
と
と
も
に
緩
和
ケ
ア
病

棟
６
床
の
増
床
に
向
け
た
準

備
を
進
め
て
い
る
。

問　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の

病
床
稼
働
率
と
緩
和
ケ
ア
病

棟
増
床
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

答　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の

病
床
稼
働
率
は
８
月
末
時
点

で
82
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
、

全
体
の
病
床
稼
働
率
の
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
増
床
に
つ

い
て
は
、
当
初
の
予
定
を
１

特
色
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ら
の
特
色
を
生
か
し
な
が

ら
、
地
域
住
民
の
方
々
か
ら

の
意
見
等
も
踏
ま
え
て
、
活

気
の
あ
る
公
園
へ
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
。

問　

市
立
玉
手
山
公
園
に
お

い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
く
の
か
。

答　

市
立
玉
手
山
公
園
は
自

然
豊
か
な
公
園
で
あ
り
、
大

阪
市
内
ま
で
一
望
で
き
る
展

望
台
も
あ
る
。
こ
の
展
望
台

か
ら
は
、
世
界
遺
産
の
古
市

古
墳
群
も
眺
望
で
き
る
こ
と

か
ら
、
樹
木
の
剪
定
等
を
行

い
、
古
市
古
墳
群
が
よ
く
見

え
る
公
園
と
し
て
来
園
者
の

カ
月
早
め
た
10
月
か
ら
の
運

用
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に

お
け
る
増
収
実
績
を
問
う
。

答　

１
カ
月
当
た
り
約
８
５

０
万
円
の
増
収
で
あ
る
。

問　

今
年
度
の
外
来
患
者
数

の
状
況
を
問
う
。

答

本
年
８
月
末
時
点
で
の

外
来
患
者
数
は
、
延
べ
４
万
６

９
０
人
で
、
前
年
度
比
３
１
７

０
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

問　

外
来
患
者
数
の
減
少
を

防
ぐ
た
め
の
対
策
を
問
う
。

答　

夜
間
救
急
体
制
の
充
実

や
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
接
遇
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

増
加
を
図
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

要
望　

柏
原
市
に
は
、
玉
手

山
公
園
、
史
跡
高
井
田
横
穴

公
園
の
ほ
か
に
も
魅
力
の
あ

る
公
園
に
生
ま
れ
変
わ
る
可

能
性
の
あ
る
公
園
が
幾
つ
も

あ
る
。
多
く
の
方
々
に
訪
れ

て
い
た
だ
き
、
柏
原
市
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、

人
口
増
加
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
。
そ
の
た
め
に
も
魅
力

あ
る
公
園
づ
く
り
に
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

問

自
由
民
主
党
政
新
会

問

■
玉
手
山
公
園
展
望
台

■
市
立
柏
原
病
院
１
階
待
合
ロ
ビ
ー

女
性
超
党
派
り
ん
ど
う

病
院
経
営
改
善
に
向
け
て

　

全
力
の
取
り
組
み
を

特
色
を
生
か
し
た

　

魅
力
あ
る
公
園
へ

に
患
者
数
を
増
や
す
支
援
策

の
策
定
を
依
頼
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
を
受
け
て
さ
ら
な

る
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

要
望　

平
成
29
年
度
決
算
が

不
認
定
と
な
り
、
平
成
30
年

度
決
算
で
も
約
２
憶
２
５
０

０
万
円
の
経
常
損
失
が
生
じ

る
と
い
っ
た
危
機
的
状
況
を

十
分
認
識
の
上
、
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
効
果
的
な
活

用
に
よ
り
、
今
度
こ
そ
必
ず

成
果
が
上
が
る
こ
と
を
強
く

要
望
す
る
。

答



議案・一般に対する代表質疑質問から
　
　

平
成
30
年
度
に
お
け
る

市
立
柏
原
病
院
の
経
営
改
善

の
取
り
組
み
を
問
う
。

答　

救
急
診
療
体
制
の
強

化
、
入
院
医
療
費
の
算
定
方

法
の
見
直
し
、
緩
和
ケ
ア
病

棟
の
通
年
稼
働
等
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
前
年
度
よ
り
入

院
・
外
来
患
者
数
が
減
少
し

た
も
の
の
医
業
収
益
は
約
９

２
０
０
万
円
の
増
収
と
な
っ

た
が
、
費
用
面
で
は
、
職
員

数
の
増
加
や
定
期
昇
給
等
に

よ
り
、
給
与
費
が
約
１
億
１

８
０
０
万
円
増
加
し
、
平
成

30
年
度
決
算
で
は
、
経
常
損

失
が
約
２
億
２
５
０
０
万
円

と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
　

本
市
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
状
況
と
効
果
を
問
う
。

答　

屋
外
の
公
共
空
間
で
の

犯
罪
防
止
を
図
る
こ
と
等
を

目
的
に
、
平
成
30
年
度
末
時

点
で
の
市
設
置
分
と
市
補
助

金
活
用
に
よ
る
町
会
設
置
分

を
合
わ
せ
た
設
置
台
数
は
１

７
２
台
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
市
内
の
犯
罪
認
知
件
数

は
平
成
25
年
度
の
４
７
０
件

か
ら
平
成
30
年
度
に
は
１
６

９
件
と
大
き
く
減
少
し
て
お

り
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
柏

原
警
察
署
と
防
犯
カ
メ
ラ
の

映
像
照
会
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
、
市
設
置
の
防
犯
カ

メ
ラ
で
年
間
１
０
０
件
超
の

映
像
照
会
が
あ
る
な
ど
犯
罪

捜
査
や
犯
罪
抑
止
に
非
常
に

効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助

事
業
の
今
後
の
展
望
を
問
う
。

答　

平
成
30
年
３
月
に
調
査

し
た
町
会
等
の
設
置
意
向
台

数
に
つ
い
て
は
、
３
年
程
度

で
設
置
を
完
了
し
た
い
。
今

後
も
引
き
続
き
町
会
等
の
意

向
を
確
認
し
な
が
ら
防
犯
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

地
域
の
方
々
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
防
犯
活
動
に
つ

い
て
問
う
。

答　

他
市
の
実
施
状
況
を
調

査
し
た
上
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。

ま
た
、
こ
の
状
況
で
人
件
費

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
適

正
な
の
か
。

答　

市
民
が
安
心
で
き
る
医

療
体
制
を
確
保
の
上
、
今
後

は
よ
り
効
果
的
で
効
率
的
な

運
営
が
で
き
る
よ
う
研
究
・

検
証
を
し
て
い
き
た
い
。

要
望　

職
員
の
増
員
に
よ
る

医
療
体
制
の
充
実
は
あ
り
が

た
い
こ
と
だ
が
、
患
者
数
を

増
や
し
て
医
業
収
益
を
上
げ
、

市
民
が
望
む
病
院
運
営
と
な

る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

　
　
　

防
犯
活
動
に
関
し
て

は
、
既
に
様
々
な
活
動
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
取

り
組
み
の
裾
野
を
広
げ
る
た

め
に
誰
も
が
登
録
す
る
だ
け

で
簡
単
に
参
加
で
き
る
枠
組

み
（
「
（
仮
称
）
か
し
わ
ら
見

守
り
隊
」）
を
つ
く
り
、
日

常
の
買
い
物
や
散
歩
等
の
際

に
蛍
光
色
の
腕
章
を
腕
に
付

け
て
も
ら
う
と
い
っ
た
活
動

等
で
地
域
の
安
心
・
安
全
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進
め

ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

問

問

問

■
市
立
柏
原
病
院

■
腕
章
を
つ
け
た
イ
メ
ー
ジ

自
由
民
主
党
至
誠
会

公　

明　

党

相
変
わ
ら
ず

　

厳
し
い
病
院
経
営

地
域
の
安
心
・
安
全
は

　

私
た
ち
の
手
で
‼

要
望

　
　

入
院
・
外
来
患
者
数
と

も
に
減
少
し
た
原
因
を
問
う
。

答

10
月
以
降
の
入
院
患
者

数
が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
や
診

療
所
等
と
の
機
能
分
担
を
図

る
病
診
連
携
を
進
め
た
こ
と

に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　

昨
年
の
本
会
議
で
、
紹

介
状
が
な
い
初
診
の
患
者
か

ら
、
２
１
６
０
円
の
選
定
療

養
費
を
徴
収
す
る
こ
と
は
、

外
来
患
者
数
の
減
少
を
招
く

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
た
。

柏
原
病
院
は
病
診
連
携
に
よ

る
医
業
収
益
を
上
げ
る
た
め
、

初
診
で
は
診
療
所
等
で
の
受

診
を
勧
め
て
い
る
が
、
結
果

が
出
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。



議案・一般に対する代表質疑質問から
　
　

前
回
の
本
会
議
で
、
公

用
車
に
子
ど
も
た
ち
が
描
い

た
交
通
安
全
啓
発
の
絵
を
貼

り
付
け
る
提
案
を
行
っ
た
が
、

そ
の
後
の
状
況
を
問
う
。

答　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
に
合
わ
せ
て
、
子
ど
も
会

育
成
連
絡
協
議
会
で
選
出
い

た
だ
い
た
20
枚
の
絵
に
ラ
ミ

ネ
ー
ト
し
た
上
で
マ
グ
ネ
ッ

ト
加
工
し
た
も
の
を
、
公
用

車
に
貼
り
付
け
て
試
験
的
に

走
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
２
０
１
５

年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で

採
択
さ
れ
た
、
２
０
３
０
年

を
年
限
と
す
る
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
に
お
い
て
は
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
世
界
の

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数

を
半
減
さ
せ
る
と
い
う
目
標

が
あ
る
。
昨
今
、
交
通
ル
ー

ル
等
に
つ
い
て
は
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
取

り
組
み
は
継
続
し
て
行
っ
て

い
く
の
か
。

答　

こ
の
取
り
組
み
は
交
通

安
全
の
啓
発
を
行
う
た
め
の

貴
重
な
手
段
だ
と
認
識
し
て

お
り
、
今
回
の
試
験
実
施
で

は
公
用
車
へ
の
貼
り
付
け
方

法
等
を
検
証
し
た
上
で
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

要
望　

子
ど
も
た
ち
が
描
く

交
通
安
全
啓
発
の
絵
は
胸
に

響
く
も
の
だ
と
思
う
。
今
回

は
試
験
実
施
の
た
め
、
ほ
と

ん
ど
経
費
を
か
け
ず
に
さ
れ

る
が
、
将
来
的
に
は
、
公
用

車
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
、
１
年

を
通
し
て
実
施
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
。
ま
た
そ
の
経
費

に
つ
い
て
は
、
市
内
循
環
バ

ス
に
広
告
を
掲
載
し
て
い
る

の
と
同
様
に
、
公
用
車
に
も

広
告
を
掲
載
し
、
そ
れ
に
よ

り
生
ま
れ
た
財
源
で
、
継
続

的
な
交
通
安
全
啓
発
活
動
に

取
り
組
ま
れ
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

問

■
子
ど
も
た
ち
の
絵
を

　
貼
っ
た
柏
原
市
の
公
用
車

維

新

の

会

公
用
車
を
活
用
し
た

　

継
続
的
な
交
通
安
全
啓
発
を
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報告第11号 専決処分報告について 「専決第８号 損害賠償の額の決定及び和解について」 報告 － － － － － － － － － － － － － － －

報告第12号 平成30年度決算に基づく柏原市健全化判断比率の報告について 報告 － － － － － － － － － － － － － － －

報告第13号 平成30年度決算に基づく柏原市資金不足比率の報告について 報告 － － － － － － － － － － － － － － －

議案第41号 工事請負契約の締結について（柏原市新庁舎建設工事） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第42号 工事請負契約の締結について（[仮称]かしわら認定こども園新築工事） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第43号 工事請負契約の締結について（国分中学校グラウンド整備工事） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第44号 平成30年度柏原市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第45号 教育長の任命につき同意を求めることについて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第46号 柏原市印鑑条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

議案第47号 非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例等の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第48号 柏原市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第49号 成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係条例の整備に関する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第50号 柏原市心身障害者福祉基金条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第51号 柏原市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第52号 柏原市水道事業給水条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第53号 令和元年度柏原市一般会計補正予算（第４号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第54号 令和元年度柏原市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第55号 監査委員の選任につき同意を求めることについて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 1 号 平成30年度柏原市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 2 号 平成30年度柏原市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）歳入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 3 号 平成30年度柏原市国民健康保険事業特別会計（施設勘定堅上診療所）歳入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 4 号 平成30年度柏原市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 5 号 平成30年度柏原市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 6 号 平成30年度柏原市市立柏原病院事業決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 7 号 平成30年度柏原市水道事業決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第 8 号 平成30年度柏原市下水道事業決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

月　　日 会　議　名 内　　容

11月28日（木） 本 会 議 議案説明

12月11日（水） 本 会 議 個人質疑・質問

12月12日（木） 本 会 議 個人質疑・質問

12月16日（月） 総 務 産 業 委 員 会 付託議案審査

12月17日（火） 厚 生 文 教 委 員 会 付託議案審査

12月20日（金） 本 会 議 委員長報告・採決

・議長は全ての議案に対し賛否を表明しません。・会派に属さない議員は「個人」と表記しています。
・賛成の場合は「○」、反対の場合は「×」、議決不要案件は「－」と表記しています。
・採決の際に欠席している場合は「欠」と表記しています。

※会議は午前10時から始まります。
※日程は変更する場合があります。
※傍聴者の定員は、本会議が20名、委員会が10名となってい

ます。（いずれも先着順）
※12月11、12日に予定している質疑質問の順番等については、

決まり次第ウエブサイトに掲載します。

市議会傍聴のご案内
　柏原市をどのようにして、安全で住みよいまちにする
のかなど、各議員の熱心な審議の様子が傍聴できます。

議
長


